
 

平成１８（２００６）年度 

（第１弾・第２弾・第４弾） 

 

        

       西の地蔵堂（坂下地蔵）前にて（加地班） 

        

普門寺にて（鹿野班）           大昌寺本堂前にて（谷班） 

                     

日野市立日野図書館 
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まちのなかへ図書館を 

  

日野市立日野図書館では、平成 17（2005）年末の「有山崧と日野市立図書館

の 40年」展の開催や、年が明けての「まちづくりコーナー」の設置を行いまし

た。こうした取り組みを通じて、私たちは地域の皆さまに役立つ図書館をめざ

し、より一層サービスの充実を図るため、単に本を並べているだけではなく、

積極的に図書館利用を促す施策の必要性を感じました。 

また、当館はリニューアル・オープンに伴い、かつての甲州道中日野宿問屋

場跡に位置する地域図書館として、新選組・日野宿関係図書を特別に多数購入

させていただいた経緯があります。こうした豊富な資料をぜひ多くの皆さまに

利用していただきたいと考えております。 

そのような考えのなかから、私たちは、地元市民の皆さまや商店会ならびに

日野の歴史と民俗の会の皆さまとの話し合いを重ね、昨年夏の「日野宿こども

発見隊」を皮切りに、歴史、文化、自然などさまざまな角度から、日野宿を再

発見する事業に取り組み始めたところです。 

当記録集は、平成 18（2006）年度の事業をまとめたものです。幸いにも事業

を実施するにあたり、実に多くの皆さまにご支援ご協力をいただきました。こ

うした皆さまへの感謝の意を込め、ここに発行するものです。ご高覧いただけ

れば幸いです。 

なお、今後も地域社会に密着した図書館活動を展開するため、日野宿発見隊

の事業を継続してまいります。すでに日野宿発見隊第３弾（企画順番）、写真展

「日野宿今・昔」の開催にあたり、地元の皆さまから昭和 30年代の貴重な写真

の提供を受けるとともに、当時のまちの様子について直接お話しを伺う機会を

えるなど、私たち図書館員にとっても大変楽しい経験をさせていただいており

ます。こうした写真資料から得た情報をとりまとめ、次代に伝える資料創りも

図りたいと考えております。 

どうぞ皆さま、今後とも私ども図書館の活動にご理解ご支援のほど何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

 

                         平成 19(2007)年 5 月 

日野市立日野図書館 
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日野宿発見隊活動記録 

実施日 事 項 こども 大人 職員 備考 

2006年 

6月17日 

日野宿発見隊打ち合わせ（初回）  5 3  

7月 8日 日野宿発見隊打ち合わせ（第２回）  5 3  

7月25日 日野宿こども発見隊下見   2  

8月15日 日野宿こども発見隊募集（広報ひの掲載） 

8月26日 日野宿こども発見隊（日野宿発見隊第１

弾） 

28 17 5 50名（副館

長参加） 

9 月 2 日 日野宿発見隊打ち合わせ（第３回）  5 4 館長参加 

9 月 9 日 日野宿こども発見隊写真展（現在も展示中）  

9月 3 0日 日野宿発見隊打ち合わせ（第４回）  6 3  

10月22日 日野宿発見隊第２弾下見  2 3  

1 1 月 1 日 日野宿発見隊第２弾募集（広報ひの掲載） 

11月11日 日野宿発見隊第２弾    1 23 3 27名参加 

1 2 月 9 日 日野宿発見隊打ち合わせ（第５回）  6 3 館長参加 

12月25日 日野宿発見隊第２弾（～２００７年４月） 

2007年 

1月15日 

日野宿発見隊第３弾 写真展「日野宿今・昔」用写真借用手配開始（広報ひの掲

載） 

1月 2 0日 写真借用依頼のため訪問・情報収集    1   1  

2月 1 0日 日野宿発見隊第４弾打ち合わせ（第６回）  6 3  

3月 1 5日 日野宿発見隊第４弾募集（広報ひの掲載） 

3月 1 7日 日野宿発見隊第４弾下見  5 2  

3月 2 4日 日野宿発見隊第４弾  36 1 37名参加 

4 月 4 日 写真提供者を訪問・情報収集     １  

4 月 5 日 市内写真撮影     2  

4 月 6 日 市内写真撮影     1  

4月 1 0日 市内写真撮影     1  

4月 2 5日 写真提供者を訪問・情報収集     2  

5 月 1 日 日野宿発見隊第４弾写真展 

5月 1 2日 写真展「日野宿今・昔」（日野宿発見隊第３弾） 於：日野宿交流館１階 

5月末 『日野宿発見隊の記録 平成１８(２００６)年度』発行 
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☆渡辺分館長より開催挨拶 

 

☆谷享司さんのお話し 

  谷享司さんは生まれも育ちも日

野育ち。根っからの日野っ子だそ

うです。 

今日は自分たちの住んでいる町

をゆっくり歩いて、いつもは気づ

かずに通りすぎているかもしれ

ない、そういうものをたくさん発 

見しよう！ 

こどものころ谷さんが、1 小の体

育館工事のときに見つけたとい

う土器をみせてくれました。この 

土器との出会いから、谷さんはそ

の後、歴史にとても興味をもつよ

うになったそうです。                              

 

 

☆ 鹿野班、加地班、谷班の３班に分かれて出発前の注意事項の確認後、「日野

宿こども発見隊」、いざ出発！ 

       

          鹿野班               加地班 

日野宿発見隊第１弾 

「日野宿こども発見隊」 
実施日   平成１８（２００６）年８月２６日（土） 

      午前 9 時～午後 3 時 

参加者数  こども２８名 大人２２名 計５０名 

会 場   日野中央公民館および町の中 

案内人   鹿野
か の

洋
ひろし

さん、加地
か じ

勝
まさる

さん、谷
たに

享司
きょうじ

さん 



 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

昼ごはんはカレーライス 

 中央公民館にもどって、地元商店会の床屋さんの滝本
たきもと

さんや自転車屋さんの

猪鼻
いのはな

さん、そして酒屋さんの中島
なかじま

さんたちが用意してくれたカレーライスをみ

んなでいっしょに食べました。 

 

   

  

                   

                       

みんなが食べ終わった後、

滝本さん、猪鼻さん、中島

さんもようやくお昼ごは

んとなりました。ほんとう

にお疲れさまでした。 

デザートは冷たくてあまいスイ

カ。小杉校長先生もいっしょ。 

学童クラブのこどもたちも参加

してくれました。 
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今尾
い ま お

恵
けい

介
すけ

さんのお話し 

 昼ごはんの後、地図博士の今尾さんのお話しをききました。今尾さんは日野

市にお住まいで、お子さんが一小に通っているそうです。 

小さいときから地図が大好きで、時刻表片手に日本ばかりでなく世界中を旅

して、地図にまつわるすばらしい本をたくさん出版されています。 

そんな今尾さんから、みんなも自分たちの住んでいるこの日野のまちの身近

な地図を作ってみよう、とお話しがありました。 

会場にも図書館でもっている本を展示し、みんなにみてもらいました。 

 

☆今尾さんの本から３冊紹介します。 

 『地図の遊び方』 けやき出版 １９９４年 

 『地図で歩く 路面電車の街』 けやき出版 １９９８年 

 『多摩川絵図 今昔－源流から河口まで』今尾恵介／解説 けやき出版 ２００１年 

  

   

                    

 

各班からの発表 

各班で撮影した写真をプロジェクターで映しながら、街で見つけたお地蔵さ

んや古い井戸や建物や土器のかけらなど、それぞれ発表しました。 

 

発見隊の記録文を作成 

 この後、ひとりひとり、発見隊の記録を絵日記風にまとめました。その中か

ら、とても上手に書けていた川村日向子さんの記録文を掲載します。 
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日野宿こども発見隊写真展 
 

 昨年 9 月 9 日から現在も、日野図書館 2 階で「日野宿こども発見隊写真展」

を開催しています。各班ごとに発見したものの写真のほか、当日まとめてもら

った記録文の中から一部を展示しています。来館される方々が足を止めじっと

見入っている姿をよく見かけます。 

                

                       ＜加地班＞ 

  ＜谷班＞ 

 

＜鹿野班＞  
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「日野宿こども発見隊」まとめ 

特徴的なこと 

1. 計画段階から市民と一緒に相談してきた。 

2. 日野宿再生というまちおこし事業として位置付けたので、商店会やご近所

の協力を得た。 

3. 立ち寄ったお地蔵さんのある家ではあらかじめ資料を用意し説明してく

れた。まちの中からの参加があった。 

4. 学校（一小・仲田小）・児童館・学童クラブ（東光寺・一小・ふたば）と

の取り組み。それぞれが参加者を募り、とりまとめてもらった。 

5. 自治会掲示板 25 箇所にポスター貼り 

 

こどもの感想 

1. たのしかった。今度はいつ。 

2. お地蔵さんなど知らないことがいっぱいあった。 

3. 虫をつかまえてよかった。 

4. 勉強になった 

5. 中村さんの家の井戸がすごかった。 

 

おとなの感想 

1. 中身の充実した行事だった。 

2. 大人向けのものを別にやって欲しい。 

3. 低学年にはむずかしかったのでは 

4. 商店会では以前やっていた夏まつりも中止になった。ぜひ毎年、一緒に取

り組みたい。 

5. これを見本にして全部の図書館で取り組んだらよいのでは。近所の人から。  

6. ぜひ定期的に、できれば毎月に取り組んでもらいたい。商店の人から。 

 

全体を通しての評価 

1. まちおこしの一環として、町の人、商店会、日野の歴史と民俗の会などた

くさん参加してもらったことは大きな一歩になった。 

2. 学校・学童クラブ・児童館の協力が大きな力を発揮した。 

3. 図書館がまちの中で大切にされている。図書館とまちの人が共同できる場

を実践できた。 
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4. 図書館の本を使っての学習会が、図書館の利用にさらにつながった。 

 

今後の課題 

1. 小学校 4 年生以上は図書館に来る割合が少ない。忙しい生活実態がある。 

2. 他課との連携。特に公民館事業との関係。 

3. 日野宿再生事業との連携。 

4. まちの人とのつながりをさらに深める。 

5. こども向けには自然発見隊みたいなものがよいか、虫などをみつけ本で調

べる。検討してもいいか。 

6. 地図作りまで、定期的に継続し、参加者を増やしていく必要。 
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目的と意義  

前回の「日野宿こども発見隊」に続く大人バージョンであり、なるべく初め

ての人に日野宿を知ってもらう。 

 古くから住んでいる人に登場してもらって、公開してもらう。 

 今後のまちおこしにつながっていくこと。       

 

宣伝   

▽ポスターとちらし：アルプス日野店、近所の店（理髪店・自転車屋・喫茶

店）各図書館に貼り出し ▽広報ひの１１/１号 ▽図書館ホームページ  

 

ルート（別紙１）   

 

特徴的なこと 

1. すべて旧家の敷地内を探索させていただいた。 

2. ご当主や家人に案内をしていただいた。 

3. 下調査の時点から地元の谷享司さんが中心になって働きかけてくれた。 

4. 商店がポスター貼りや声かけなど協力してくれた。 

5. 「街中が博物館」のようにという、当初の目的を果たすことができた。 

 

 

 

日野宿発見隊第２弾  

「日野宿の秋を発見しよう」 
    実施日   平成１８（２００６）年１１月１１日（土） 

          午前９時～１１時 30 分  雨時々曇 

    参加者数  こども１名  大人２６名 

        （内 市外４名 新宿区 国分寺市 八王子市 

 国立市各 1 名）知人より聞いての参加 

     案内人   加地勝さん、北村澄江さん、井上博司さん 
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参加者感想 

1. 日野宿の歴史がすごいと思った。 

2. 通りから見ることができない家や庭がすばらしかった。 

3. とても中身が濃い行事で、他人の敷地から敷地へと渡り歩くのは初めて。 

4. やっぱり、有山家の「上段の間」は感動！ 

5. 古い民具など（銭函や火鉢など）もみせていただいて、ぜひ残してほしい。 

6. 普段は非公開の個人宅や庭など貴重なものを見せて頂いた。とてもすばら

しかった。 

 

職員感想 

1. 図書館がやっているというと、地元の皆さんは気楽に、快く開放してくだ

さいました。 

2. 当日は雨だったが、大勢の人が来てくれた。地元だけでなく、新選組の影

響なのか他市からも参加があった。 

3. 当日の参加だけではなく、後日、図書館を利用して調べに来る人もいて図

書館利用が増えた。図書館がやっていることの意味があると思う。 

4. 有山家は日野の図書館にとって切っても切れない存在です。その有山邸を

訪ねることができ、感慨深いものがありました。雨の中の庭園もしっとり

していて味わいがあった。 

 

日野宿発見隊第２弾 

「写真展日野宿の秋を発見しよう」写真展      
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目的と意義  

今回は四谷、東光寺地区を中心に、地元に伝わる伝説や旧家の佇まい、また

カタクリの群生地などを訪ね、歴史、民俗、自然などへの理解を深めてもら

う。 

 

宣伝   

▽ポスターとちらし：いなげや栄町店、近所の店（理髪店・自転車屋・喫茶

店） 各図書館に貼り出し ▽広報ひの３／１５号 ▽図書館ホームページ  

 

配布資料（別紙２）  

資料を作成するにあたり、郷土資料館の北村さんに協力を得た。  

 

ルート（別紙３）  

 

特徴的なこと 

１．案内を地元出身の立川先生にしていただいた。 

２．天野眼科医院の奥さまが自宅庭内を案内してくださった。 

  日野宮神社では自治会長の小峯勉さんからお話しをしていただいた。また、

立川家の庭や安産薬師堂の内部まで見せていただけた。地元の方からたく

さん協力してもらった。 

 

日野宿発見隊第４弾 

「日野のむかしと春を訪ねて」 
実施日   平成１９（２００７）年３月２４日（土） 

          午前９時～１２時 

参加者数  大人３７名  

案内人   立川泰司さん（元日野四中校長）、 

加地勝さん、北村澄江さん、井上博司さん 
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参加者感想 

1. たくさんの参加者で大盛況。欲を言えば２グループに分けてほしかった。 

2. 普通にひとりで歩いていたら、見落としてしまうような所もたくさんある

が、各ポイントをとらえて解説して頂けるので、とても充実していた。次

回も楽しみだ。 

3. 立川先生のお話しが大変おもしろくて、学者の講義よりもためになった。 

4. 地元の方のお話しには、普通では聞けない裏話しなどあり大変おもしろか

った。 

5. 自治会長さんや天野家の奥さまなどがお話してくださって、皆さん親切で

やさしい方ばかりだと感心した。 

6. 東光寺に住んでいるが改めて自分の地域に誇りがもてた。 

 

職員感想 

1. 今回職員はひとりだけだったが、参加の皆さんが手分けして記録係や写真

係、交通安全係などを率先してやっていただいたので安心して行えた。 

2. カタクリの花が咲きはじめだったのが残念だった。 

3. 私自身、地元四谷に住んで２０年になるが、天野眼科の薬医門や日野宮神

社の仏像など、初めて見るものが多かった。図書館員が地域を知ることの

大切さを改めて感じさせられた。実物を見たり手に触れたりすることで、

地域資料に携わる上でいっそう実感をもって提供できるような気がする。

（当日は参加できなかったが、下見に参加して） 

 

写真展 

  日野図書館１階東側出入口脇に、

今回訪ねたポイントを落とした地

図と写真をパネルにして展示して

います。たまたま図書館を訪ねてき

たという八王子の女性から、この展 

示が目にとまり、日野ではこんなこ

とをやってくれるのか、私は生活圏

が日野に近いので、次回は是非参加

したいとの感想が寄せられました。  
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別紙２ 日野宿発見隊 第４弾 （平成１９年３月２４日実施） 

「日野のむかしと春を訪ねて」資料     日野図書館   

1. 四ツ谷 

四谷・四家・四屋などとも書く。天野・加藤・小島・宮原という４つの家が

あったことから、このように呼ばれるようになったといわれている。 

これらの４家は、江戸時代になる少し前に甲州（山梨県）からやってきた、

武田氏の家臣だったといわれている。 

 

2. 東光寺 

天正年間（１５７３－１５９２）末ごろまで、東光寺という寺があり、それ

が村の名になったといわれている。東光寺は、平安時代にこの地に来住した

日奉（ひまつり）氏が、住んでいた屋敷の鬼門（東北の方角、鬼が出入りす

るといわれた）を除けるために創建されたと伝えられている。 

 

3. 薬王寺 

真言宗高幡山金剛寺（高幡不動尊）の末寺。金剛寺の住職の隠居寺であると

もいわれている。以前は栄町２丁目１８－２２にあった大六天の石碑がある。 

 

4. 天野眼科医院  

天野家は、武田氏の家臣で、江戸時代は組頭を務めていて豪農だった。明治

時代になって、当主の天野清助が、神奈川県の県会議員になった（多摩地域

は明治２６年まで神奈川県に属していた）。天野清助は、自由民権運動にも

参加、銀行の経営や養蚕業を行い、日野の発展のために尽くした。 

 

5. 日野宮神社 

日奉氏が、先祖を祀るために造ったと伝えられているが、詳しいことは不明

である。日野宮権現ともいわれ、日野という地名の由来になったという説も

ある。現在ここにある阿弥陀如来（市指定文化財）と虚空蔵菩薩（こくぞう

ぼさつ）は、近くの四谷阿弥陀堂に祀られていた。虚空蔵菩薩の衣の袖はう

なぎに似ていて、うなぎを食べない村の伝説のもとになった。 

 

6. 成就院（じょうじゅいん） 

天台宗の寺院。元東光寺があった場所にあり、子院の１つであった。 

境内にある薬師堂は、東光寺の安産薬師として広く信仰されている。現在地

より少し西方にあったが、昭和４６年に移転した。 
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7. 立川氏 

立河氏とも書く。武蔵国の武士の集団である武蔵七党のうち西党に属してい

た。居館は立川市の普済寺のあたりにあったといわれている。西党の始まり

は日奉氏である。 

 

8. 和田氏 

東光寺に住む人のなかには、江戸時代の貞享２年（１６８５）に、作目村（昭

島市）が多摩川の大洪水で流されたときに移住してきた人々がいる。和田姓

の人の中にも作目村出身の人がいる。 

 

9. 東光寺神明社 

創建年代は不明であるが、立川氏がこの地に土着したときに、伊勢神宮を勧

請したと伝えられている。 

 

10. 七ツ塚古墳群 

日野台地に広がる遺跡で、七つの古墳が確認されたのでこのように呼ばれる

（実際にはもっとあったと思われる）。周辺からは縄文時代以降のさまざま

な時代の遺物が出土し、広大な住居群があったことがわかる。日奉氏の居館

があったともいわれている。 

 

11. かたくり群生地 

北東斜面に群生している。 

 

12. よそう森 

その年の米の収穫高を予想したことから、このようにいわれたという。 

このあたりは、八丁田圃（たんぼ）といわれ、一面に水田が広がっていた。 

 

13. 姫宮権現 

西党の祖といわれる日奉宗頼の妻を祀ったといわれている。多摩川の自然石

に銘が刻まれている。 

 

14. 加賀塚 

戦国時代にこの地を治めていた竹間加賀入道の墓といわれている。八王子の

滝山城主北条氏照に仕え、豊臣秀吉と戦った鉢形城の合戦で破れ、天正 18 

年（1590）2月 8日、この地で切腹した。 
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第１弾「日野宿こども発見隊」       

ポスター兼ちらし           名札 

        

 

第２弾「日野宿の秋を発見しよう」   第４弾「日野のむかしと春を訪ねて」 

ポスター兼ちらし           ポスター兼ちらし 

      

 

                    

ポスター、ちらし、名札等 
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日野宿発見隊の記録 平成 18（2006）年度 

     （第 1 弾・第 2 弾・第 4 弾） 
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